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半金属に於て, ㌔ ‥電子一 正孔対の結合エネルギーとEG:伝導帯と価電子帯の負
のギャップェネルギーとで･エキシトニック相転移温度 ㌔ は･











次に, bandnestingについて話された｡ Crの場合, bandnestingによって, 電子
- 正孔対のスピン配置は三重項の方が安定となり, SDWが安定化する｡ 常磁性状態
からTN- 312K で transversemodeのSDW に･ 115K で longitudinalmodeに相転
移する｡




以後若干のプリントの説明があった｡ (文責 星 淳一 )
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に相当する運動量 )の円に到達する｡ すると直ちに光学フォノンを放出して e=0(電
子のエネルギー )の状態に戻 り,又加速されて同じ運動をくり返す｡もし,電場と磁場
と.を直角にかけると,運動量空間での電子の運動はm*cE/¶ - pcという点を中心と
する円運動となるopcが popの半分以下の時に払 図 2に示 した斜線の鎖域に電子が
たまり,エネルギー分布関数に一種の分布反転が生ずる｡ もし,この状態で,断簡的に
Eを0とすると,電子は一団となって原点を中心としたサイクロトロン運動を始める｡
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